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研究成果の概要（和文）： 
中山間地が被災した台湾、中越、四川地震を対象として、「縦断的定点観測」と「横断的

事例比較」という手法を用いて、中山間地における災害復興過程を調査し、中間支援組織
の機能と限界、被災地間交流が復興過程にもたらす意義、メディアによる災害(復興)に関
する表象の形成、対口支援体制が復興過程に及ぼす影響、復興過程における観光化の陥穽、
および、近代化の文脈における復興について知見を得た。 

 
研究成果の概要（英文）： 
 We conducted a series of “longitudinal fixed-point observations” and “cross-sectional case 
comparisons” in intermediate and mountainous areas hit by Taiwan Chi-Chi, Niigata Chuetsu, and 
Sichuan earthquakes and examined their recovery processes.  We obtained the following 
theoretical and practical findings for future disaster recovery: Functions and dysfunctions of 
intermediary, significance of exchange among disaster fields, formation of disaster image via media, 
effects of paring-support system, traps of changing disaster fields to commercialized tourist points, 
and meaning of disaster recovery in the context of modernization. 
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１．研究開始当初の背景 

2007 年に日本復興学会が発足したことに
如実に示されているように、災害復興に関す
る研究の推進に注目が集まっていた。中でも、
2004 年に発生した新潟県中越地震以来、中
山間地の地震復興について関心が高く、その

後に発生した能登半島地震、中越沖地震、岩
手宮城内陸地震においても中山間地が被災
したために、復興研究の実践的な成果とその
現場への適用が焦眉の急となっていた。中山
間地の災害復興研究は、今後わが国で予想さ
れる広域大地震の被災地に中山間地が多く
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含まれるという現実的な問題や中山間地に
おける過疎高齢化という社会問題と連動す
る。その結果、中山間地の災害復興研究は、
災害からの復興という具体的な問題の討究
のみならず、広くは、わが国の近代化の過程
を省みる機会となり、いわゆる限界集落にお
ける生活支援をはじめとする様々な問題、そ
して、将来の国土と人々の生活への展望とい
う多様かつ広範な問題と関わることになる。
もちろん、当時も、阪神・淡路大震災の復興
過程については、膨大な知見が集積され、学
術雑誌や様々な出版物に発表されるととも
に、人と防災未来センターなどの公的機関に
おいて市民に成果を提供するまでに至って
いた。しかし、都市と中山間地の歴史文化民
俗的文脈が異なることから、当時の知見は、
中山間地の地震災害からの復興過程には適
用し難いものであった。当時は、台湾集集大
地震(1999 年)で被災した南投縣桃米村が中
間支援組織との関係を軸に住民が希望の持
てる復興を遂げていった過程を描いたエス
ノグラフィー（Atsumi,et.al,2006）が出されて
いたが、成功事例の影に、集落住民と中間支
援組織との関係に変動が見られつつあった。
また、新潟県中越地震(2004 年)の被災地復興
については、現地の中間支援組織の発足から
現状までの経緯を整理（渥美,2006）した研究
があり、長期的なエスノグラフィーが求めら
れている状況にあった。さらに、2008 年には、
やはり中山間地を主たる被災地とする四川
大地震が発生していた。 
一方、複数の被災地の復興過程を比較的短

期間に比較検討し、実践的な知見を得るため
に、「縦断的定点観測」と「横断的事例比較」
という手法について検討が行われていた。具
体的には、特定の被災地において長期にわた
る復興研究を展開すること（縦断的定点観
測）と、複数の被災地における復興過程を比
較可能にすること（横断的事例比較）を組み
合わせるものである。そこで、本研究では、
その成果を災害復興途上にある特定の集落
において実践し評価することによって中山
間地の災害復興に関するより実践的な知見
をえることを着想した。 
なお、本研究の実施期間は、中山間地が被

災地となった最近の地震のうち、台湾集集大
地震(1999 年)は発災から 10 年、新潟県中越
地震（2004 年）は発災から 5 年となり、周
年行事を観察することによって、復興過程が
集約して示される時期であった。また、2008 
年に発生した四川大地震の被災地復興の現
場でも、早くも博物館建設などが取り沙汰さ
れており、復興過程の集約的に観察できると
期待される背景があった。 

 
２．研究の目的 

中山間地が被災した台湾、中越、四川地

震を対象として、「縦断的定点観測」と「横
断的事例比較」を用いて、中山間地におけ
る災害復興過程を調査し、中山間地の災害
復興過程を詳述するとともに、災害復興に
関する理論的・実践的知見を得ることを目
的とした。 
 
３．研究の方法 
中山間地の災害復興について、「縦断的定点
観測」と「横断的事例比較」を行った。具体
的には、以下の３つのサブテーマのもとに両
者を用いた。 
 
（１）中越地震および台湾集集大地震の復興
過程における縦断的定点観測 
 新潟県小千谷市塩谷集落、(旧)川口町木沢
集落において実施していた参与観察、および、
台湾南投縣桃米村で断続的に行ってきた現
場調査を継続し、詳細なエスノグラフィーを
記述するとともに、災害復興過程において注
目すべきトピックを抽出して、その理論的意
義を考察するとともに、復興に関する実践的
指標の開発、さらには、縦断的定点観測とい
う手法の意義を理論的に考察した。 
 
（２）周年事業に着目した横断的事例比較 

台湾集集大地震の 10 周年事業について、
その企画段階と周年事業の実施現場を調査
した。具体的には、台湾南投縣の被災集落、
中心市街地、博物館、および、新故郷基金會
を訪れて、展示の見学、インタビュー調査を
実施した。また、新潟県中越地震の 5 周年事
業について、その企画段階と周年事業の実施
現場を調査した。具体的には、長岡市の中越
復興市民会議、展示館、中越地方の集落を訪
れて、展示の見学、インタビュー調査を実施
した。その成果を、横断的に事例比較した。 
 
（３）四川大地震における復興調査の基盤形
成 
四川大地震で被災した中山間地の集落を

複数訪問し、復興調査が可能となるような集
落を選定を試みた。具体的な訪問地･訪問先
は、四川省什邡の中国科学院心理研究所、お
よび、この機関が支援活動を展開している周
辺の複数の集落であった。また、初期段階か
ら四川大地震の展示を行っていた建川博物
館を見学した。ただし、集落が十分に限定で
きなかったこと、建設予定の四川大地震に特
化した博物館の開館が大幅に遅れたことな
どから、メディア分析、現地の研究者へのイ
ンタビュー調査へと方法を変更した。 
 
（４）中山間地の復興過程に関する理論的・
実践的知見の導出 
不定期ではあるが、研究会を開催し、縦

断的定点観測の経過、横断的事例比較の素



 

 

材について検討した。 
 

４．研究成果 
本研究の目的に応じて、以下の 4 点につ

いて、成果を得て公刊した。 
 

（１）中越地震の復興過程における縦断的定
点観測 
 新潟県小千谷市塩谷集落、(旧)川口町木沢
集落において実施していた参与観察を継続
し、詳細なエスノグラフィー（論文②、⑦、
⑪、⑫、⑭；学会発表④、⑤）を記述すると
ともに、災害復興過程において注目すべきト
ピックとして、被災地間交流(論文⑦)と伝統
文化を介した恊働想起(論文②)と復興過程と
の関連について検討した。また、復興に関す
る実践的指標の開発(学会発表③、⑧)を行い、
研究者が縦断的定点観測という手法を用い
ることの意味について理論的に考察した(論
文⑤)。その結果、復興過程におけるローカル
な経験がインターローカルに伝承されてい
くこと、中山間地域の伝統行事を恊働で想起
することが復興への意味づけを生みだすこ
とが明らかになった。また、研究者は、縦断
的定点観測を通して、中山間地の人々が非言
語的に既に知っていたことを言語化し、中山
間地の人々の考え方、発言、集落の誇りやア
イデンティティに変化をもたらし、復興へと
寄与することができることを示した。 
 台湾では、10 周年事業に着目した研究を実
施する際に、これまで蓄積してきた縦断的事
例研究に付加的な情報を収集し、その事例研
究の充実を図った。具体的には、台湾南投縣
の桃米村とこの地域を支援してきた新故郷
基金會を訪れて、展示の見学、インタビュー
調査を実施し、集落住民と支援者との間生
じた葛藤の背景、形成過程、経緯などを整
理し、中山間地における長期的な災害復興
における集落住民と中間支援組織との関係
という視点から総括した。その結果、中間
支援組織の機能と限界が明らかとなった。
すなわち、中間支援組織が観光資源を被災
地内部に見いだしている時期には集落住民
を中心とした復興が加速されるが、被災地
外から観光資源を持ち込んで中間支援組織
が主体となった復興を試みると、集落住民
との間で葛藤が生じ、復興が滞ることを明
らかにした（学会発表⑦）また、台湾にお
ける「明星災区」（あたかもスターのように
マスメディアから大きな注目を集める被災
地）の概念を援用して、広域災害からの復興
における被災地域、支援地域、マスメディア
の関係について実証的に分析し、復興プロセ
スの外在者ではなく内在者としてのマスメ
ディアの役割について今後の展望を示した
（学会発表①）。 
  

（２）周年事業に着目した横断的事例比較 
台湾集集大地震の 10 周年事業について、

その企画段階と周年事業の実施現場を調査
した。集集大地震に関する展示施設も充実し、
周年行事は、滞りなく進んだが、被災集落に
目を向けると、中間支援組織と集落住民との
間で必ずしも円滑なコミュニケーションが
成立していないことが明らかとなった（学会
発表⑦）。一方、新潟県中越地震の 5 周年事
業について、その企画段階と周年事業の実施
現場を調査した。具体的には、長岡市の中越
復興市民会議、展示施設、中越地方の集落を
訪れて、展示の見学、インタビュー調査を実
施した。その結果、阪神・淡路大震災の展示
施設を参照点とした独自の展開が確認され
た。すなわち、テーマをもった展示館を複数
設置して、それらを結ぶフィールドミュージ
アムとして、地震の被害と復興の様子を伝承
しようとしていることが明らかになった。さ
らに、四川大震災の直後に関連物品を展示し
た博物館も訪問し、それらの成果を、近代化
をテーマに横断的に事例比較した（学会発表
⑨、⑩）。その結果、四川大地震には、災害
復興過程が圧縮して現れていること、その背
後には、圧縮された近代化が潜んでいること
が示された。また、台湾、中越、四川ともに
見られる観光については、被災者の心理と経
済効果との兼ね合い、短期的効果と中長期的
効果との兼ね合いなど、中山間地の災害復興
過程を考察する重大な論点であることが改
めて示された（学会発表⑦）。 

 
（３）四川大地震における復興調査の基盤形
成 

四川大震災については、初期の救援活動に
ついて事例収集を行い、その成果を報告した
（図書③）。ここでは、対口支援や展示施設
を通した集合的な記憶の構成、観光化を通じ
た復興施策の陥穽など、理論的考察の論点が
抽出された。その後、四川省什邡の中国科学
院心理研究所、および、この機関が支援活動
を展開している周辺の複数の集落を訪問し、
インタビュー調査を実施した.被災経験や支
援に対する感謝などを聴くことができたが、
長期的な調査を実施する関係は成立しなか
った。また、被災した地域を被災していない
地域が支援するという対口支援が展開され
ており、物理的な復興と被災者の生活との齟
齬を印象づけられたりしたが、深く踏み込ん
だ調査は困難であった。そこで、現地の研究
者へのインタビュー調査、メディア分析を行
った。その結果、対口支援体制は、短期的・
物理的には、復興を推進する効果と、支援
側の競合によって復興を阻害する効果があ
ることが明らかになった。また、観光化に
ついても、文化の担い手である被災地住民
の声が必ずしも反映されていない事態も見



 

 

られ、その背後には、対口支援体制による
いわば強引な復興施策が関与していた。一
方、メディア分析によれば、義捐金の金額、
救援物資の数量、死者の数など、数字を介
して現実が構成されていること、数字がポ
ジティブに現実を構成する場合もあれば、
ネガティブな現実を構成する場合もあるこ
とが判明した(論文③)。 

 
（４）中山間地の復興過程に関する理論的・
実践的知見の導出 
中山間地の災害復興過程に関する現場調

査を通して、主として、次の 5 点について、
災害復興に関する理論的、実践的知見を得
た。 
第１に、巨大な災害に見舞われた社会が復

興に向かうときに示す総体的な構えに、大き
く２つのパタン（「立て直し」と「世直し」）
があること、復興支援に関わる政策において
両者のバランスをはかることが重要である
ことを実証的かつ理論的に示した（論文⑨、
図書④）。 

第２に、復興曲線を可視化することによっ
て、研究者と被災者の間に、復興過程に関す
る対話が生じやすくなり、復興過程に関する
多様なナラティブを吟味できることを示し
た（論文④） 
第３に、現場調査を進める際の方法論につ

いても検討し、理論的には、恊働的実践とア
クションリサーチの差異を際立たせ（図書①、
②）、実践的には現場に受け入れられるため
の要件を抽出した(論文⑩)。 
第４に、本研究の成果を防災・減災におけ

る文脈に応用した。理論的には、減災に関す
るコミュニケーション(論文⑬)の位置づけを
考察し、しばしば脆弱との評価を与えられる
中山間地の防災・減災力について、その生活
様式、地域特性には、むしろ、相当程度に強
靱な災害耐性力が潜在していることを、〈生
活防災〉の概念に立脚して明らかにした（論
文⑧、学会発表⑥）。また、ゲームを通した
防災教育（論文⑥）など実践的な活動につい
ても検討した。 
最後に、本研究で明らかになった知見を含

めて、防災、減災に関する様々なトピックを
論述した書籍を刊行した（図書①）。 
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